
義務教育段階からの
「学び直し」の課題と実践

―　算数・数学を中心として　―

新学習指導要領に「義務教育段階での学習内容の確実な定着」が明記された。
高校現場では、小・中学校での学習内容が身に付いていない生徒の状況を、まずどのように把握し、

どのような対応がなされているのか。算数・数学の
義務教育段階の内容の「学び直し」の指導を実践している２人の先生に聞いた。

学校の根幹を見つめ、今の指導を次代の指導へとつなぐ 新課程への助走

図１「学び直し」の実施状況

出典／ベネッセコーポレーション「小中学校範囲
の『学び直し』に関するアンケート」
（調査時期：２００９年５～１１月。調査対象：全
国の高校３,９２２校）

図２ 算数の計算問題に対する正答率

出典／Benesse 教育研究開発センター「小学生
の計算力に関する実態調査２００７」（調査時期：
２００７年２～３月。調査対象：全国の公立小学
校３１校の１年生～６年生計８,８９７人）
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性

＊数学と理科に関しては2012 年度から先行実施となる
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＊プロフィールは取材時（2010年2月）のものです



新課程への助走

図3 浦崎先生の指導法

指導例1 正負の数を丁寧に

指導例2 因数分解の分類

❶共通因数による因数分解
 レベル1 x2　－　2x
 レベル 2 2x2　－　4x
 レベル 3 16x2　－　24x
❷（二乗）－（二乗）の因数分解
  4x2　－　9y2
❸たすきがけによる因数分解
 レベル1 x2　－　3x　＋　2
 レベル 2 2x2　－　7x　＋　3
❹（三乗）±（三乗）の因数分解
  8x3　＋　27

エレベーター方式
＋は上
－は下
ということを
視覚的に示す。
つまり、
ー１ー４＝ー５
と理解しやすくなる。
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※浦崎先生の資料を基に編集部で作成

壁
を
乗
り
越
え
る
経
験
が

学
習
意
欲
を
喚
起
す
る

＊愛知教育大の志水廣教授が考案した指導方法。誤答でも合っている部分まで○をし、
生徒に達成感を与えつつ、教師は生徒がどこまで理解しているのかを把握する

40Apri l  2010



辻村先生の
「生徒を学びに向かわせるためのポイント」図４

◎壁を乗り越えさせる体験
１年生の最初の中間考査でいかに自信を与えられ
るかがポイント。そこで成果が出なくても、根気強
く機会を待ち、生徒に壁を乗り越えさせる場面を
設けていけば、必ず生徒の学習意欲につながる。

◎生徒同士の教え合い
主体的な学びの姿勢を身に付けさせるために、授
業中に生徒同士が教え合う時間を設ける。生徒自
らの言葉で伝え合うことで理解が進む場合も多
い。また、人に教えることで、自身の理解不足の部
分にも気付く。

◎過去の単元を反復させる
課題プリントに、前の単元の問題を繰り返し盛り
込むことで、基礎・基本の確実な定着を促す。あ
る程度解けるようになった生徒に対しては、時間
制限を設けたり、問題数を増やしたりして、より高
いレベルの課題に取り組もうとする意欲を喚起す
る。

◎弱点を徹底的に洗い出す
定期考査や小テストなどで間違った問題は必ずや
り直しをさせ、自分の弱点を認識させる。ミスをし
ないことよりも、「どこでミスをしたのか」を見つけ
ようとする意識を育てることが大切。

◎数学以外の総合力も育てる
数学の問題を解くには、数式以外の読解力や推
理力なども大切。新聞記事を読んだり小論文を書
いたりすることで総合的な力を身に付けさせる。

授
業
力
向
上
こ
そ
が

改
革
の
「
本
丸
」
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